
平成 30 年度  第 2 回竹島問題を考える講座 

演 題「竹島問題」から考える 
～  最近の研究動向と｢意識調査｣の現状 ～ 

現在、竹島は韓国側によって不法に占拠されているが、歴史的に韓国領であった事実はない。それが韓国側の竹島

研究では、日本側が独島(竹島)を虎視眈々と狙っているとされ、「日本の独島領有権の主張は、韓国の完全な解放と独

立を否定することだ」となるのである。 

だが歴史的事実として、竹島を侵奪したのは韓国側である。韓国側ではその事実を隠蔽するため虚偽の歴史を捏造

し、東アジアの安寧と平和を脅かしてきた。 

今回の「竹島問題を考える講座」では、その代表的論者である慎鏞廈教授と李明鎮教授の竹島研究を紹介し、韓国 

講師  佐 々 木   茂  氏 

松徳学院高等学校教諭・第 4 期島根県竹島問題研究会副座長 

日時 平成 30 年 7 月 14 日［土］ 午前 10 時～午前 11 時 30 分 
場所 隠岐島文化会館 ２階 集会室 （隠岐郡隠岐の島町吉田の二 2 番地） 
主催 島根県・隠岐の島町 
定員 150 名 （受講料無料） 

【講師紹介】 

隠岐郡隠岐の島町出身。島根県公立学校教員に採用され、県立松江北高等学校、松江教育センター指導主事兼班

長等を経て、平成 22 年 4 月から現職。島根大学嘱託講師、NHK 文化センター講師（米子）。第 2 期竹島問題研

究会(H21.10 月～)及び第 3 期竹島問題研究会(H24.10 月～)で副座長、島根県竹島問題研究顧問(H18.4 月～現

在)。専門は日本近代史、社会科教育学。日本歴史学協会、史学会、日本社会科教育学会、全国社会科教育学会

会員他。著書『日本史教育における造形と色彩』『地方史辞典』『歴史地理教育実践選集第 13 巻』『竹島問題 100

問 100 答』（以上､共著）等。 

【お申し込み方法】申込期限 7 月 13 日（金） 

下記申込書を「竹島資料室」宛に、郵送または FAX でお送りください。 

電子メールの場合は「第 1 回竹島問題を考える講座申し込み」と明記の上、名前と電話番号を送信ください。 

【申し込み先・問い合わせ先】 

島根県総務部総務課 竹島資料室  〒690-8501 松江市殿町 1 番地 県庁舎第 3 分庁舎 

［TEL］0852-22-5669  ［FAX］0852-22-6239 ［E-mail］takeshima-shiryo@pref.shimane.lg.jp 

［Web 竹島問題研究所 HP］ http://www.pref.shimane.lg.jp/admin/pref/takeshima/web-takeshima/ 
 

キリトリ 

 

平成 30 年度 第 2 回「竹島問題を考える講座」申込書 

（ふりがな） 

名 前 
 

 

電話番号 
 

 

次回講座案内 
（どちらかに◯） 不要・ 要 

<送付先>〒 

 

※提供していただいた個人情報につきましては、考える講座開催のみに利用します。 

島根県竹島問題研究会は、前近代と近現代の歴史的な研究、国際法からの研究、学校教育における「竹島学習」

のあり方、それらの基礎となる資・史料の収集や隠岐調査など多くの成果を上げ、第 3 期が終了した。また、国

レベルでは、文科省で学習指導要領の改訂などを通じて「領土教育」のより一層の充実がはかられる一方、内閣

官房に設置された領土・主権対策企画調整室では資料収集や内外への情報発信など領土問題に関する諸施策が進

められている。今回の講座では、主として、竹島問題に関する研究の現状と県民意識の変化から考えてみたい。 


